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木
づ
か
い
運
動
感
謝
状
贈
呈
式

新
栄
合
板
、
Ｊ
Ｒ
九
州
な
ど
に
大
臣
感
謝
状

活
木
活
木
（
い
き
い
き
）
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
会
長
・
吉
条
良
明
全
木
連
会
長
）
は
10
月
１

日
（
火
）、
都
内
で
平
成
13
年
度
「
木
づ
か
い

運
動
感
謝
状
贈
呈
式
を
開
催
し
た
。
出
席
は
、

受
章
関
係
者
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
林
芳
正
農

林
水
産
大
臣
、
沼
田
正
俊
林
野
庁
長
官
な
ど
。

吉
条
良
明
会
長
は
、「
今
年
度
か
ら
地
方
自

治
体
を
顕
彰
の
対
象
に
含
め
た
こ
と
で
、
官
公

民
一
体
で
、
木
づ
か
い
運
動
を
進
め
る
体
制
が

で
き
た
。
受
賞
者
の
方
々
に
は
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
お
願
い
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
「
大
規
模
国
産
材
供

給
・
利
用
部
門
」
の
新
栄
合
板
工
業
（
熊
本
県
）

と
タ
マ
ホ
ー
ム
（
東
京
都
）、
同
「
国
産
材
利

用
推
進
部
門
」
の
大
建
工
業
（
大
阪
府
）
と
港

区
（
東
京
都
）、
同
「
木
づ
か
い
運
動
推
進
部

門
」
の
九
州
旅
客
鉄
道
（
福
岡
県
）
と
酒
井
産

業
（
長
野
県
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
林
芳
正
農
林

水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
大
臣

賞
以
外
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
。（
大
臣

賞
を
含
め
、
合
計
17
件
）
▽
林
野
庁
長
官
感
謝

状
「
大
規
模
国
産
材
供
給
・
利
用
部
門
」
森
の

合
板
協
同
組
合
（
岐
阜
県
）「
国
産
材
利
用
推

進
部
門
」
協
同
組
合
オ
ホ
ー
ツ
ク
ウ
ッ
ド
ピ
ア

（
北
海
道
）、全
国
建
具
組
合
連
合
会（
東
京
都
）、

「
木
づ
か
い
運
動
推
進
部
門
」
大
阪
木
材
仲
買

協
同
組
合
（
大
阪
府
）、
釧
路
森
林
資
源
活
用

円
卓
会
議
（
北
海
道
）
▽
日
本
木
材
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
理
事
長
感
謝
状
「
大
規
模
国
産
材
供

給
・
利
用
部
門
」
か
つ
ら
木
材
商
店
（
和
歌
山

県
）「
国
産
材
利
用
推
進
部
門
」
川
根
本
町
（
静

岡
県
）、
山
共
（
岐
阜
県
）、
ウ
エ
キ
産
業
（
福

岡
県
）「
木
づ
か
い
運
動
推
進
部
門
」	

大

阪

市
製
材
業
協
同
組
合
（
大
阪
府
）、
株
式
会
社

金
剛
組
（
大
阪
府
）。

こ
の
贈
呈
式
は
、
今
年
度
で
9
回
目
。
応
募

者
総
数
は
、
3
部
門
あ
わ
せ
て
22
件
と
、
昨
年

度
20
件
を
上
回
っ
て
お
り
、増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
新
幹
線
や
観
光
列
車
の
内
装
に
国
産
材

を
利
用
し
た
り
、
駅
舎
を
は
じ
め
地
下
通
路
、

待
合
室
等
の
木
質
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

九
州
旅
客
鉄
道
、
そ
し
て
建
築
物
等
へ
国
産
材

の
使
用
を
推
進
す
る
「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸
化

炭
素
認
証
制
度
」
を
創
設
し
、
同
制
度
に
登
録

さ
れ
て
い
る
協
定
木
材
の
利
用
促
進
に
努
め
た

東
京
・
港
区
な
ど
が
受
賞
す
る
な
ど
、
木
づ
か

い
運
動
の
広
が
り
に
あ
わ
せ
た
審
査
結
果
と

な
っ
た
。

審
査
委
員
長
の
安
藤
直
人
東
京
大
学
名
誉
教

授
は
講
評
で
、「
こ
れ
は
表
彰
状
と
い
う
よ
り
、

感
謝
状
で
あ
り
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
大
い
に
喜

ん
で
頂
き
、更
に
広
く
喜
び
を
伝
え
て
ほ
し
い
」

と
、
語
っ
た
。

第
41
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示
会

第
41
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
は
、
す
で
に
３
会
場
に
お

い
て
実
施
済
み
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
既
報
の

と
お
り
で
あ
る
。
10
月
に
は
、
9
日
（
水
）
～

10
日
（
木
）
丸
宇
木
材
市
売
北
浜
会
場
（
堤
健

吉
社
長
、埼
玉
県
）、同
22
日（
火
）～
23
日（
水
）

ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売
協
同
組
合
（
中
川
邦
夫
理
事

長
、
三
重
県
）
で
開
催
さ
れ
た
。

【
丸
宇
木
材
市
売
】

9
日
の
審
査
会
に
は
、
9
社
か
ら
５
６
㎥
の

製
品
が
出
品
さ
れ
、
富
田
文
一
郎
審
査
委
員
長

（
日
本
木
材
加
工
技
術
協
会
会
長
）
ほ
か
審
査

員
が
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
90
点
以
上
が
６

社
、
う
ち
１
０
０
点
2
社
と
極
め
て
優
秀
な
成

績
で
あ
っ
た
。

翌
10
日
の
展
示
即
売
会
に
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
全
木
連
の
尾
薗
春
雄
副
会
長
が
出
席

し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
意
義
や
普
及
へ
の
協
力
要

請
を
行
っ
た
。
ま
た
開
催
市
場
の
堤
社
長
が
挨

拶
し
、「
食
品
類
は
天
皇
杯
や
大
臣
賞
を
と
る

と
人
気
が
出
て
、値
段
が
上
が
っ
た
り
す
る
が
、

木
材
の
場
合
は
そ
う
な
ら
な
い
実
態
が
あ
る
。

こ
こ
ら
が
課
題
だ
と
思
う
」
と
語
っ
た
。	

【
ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売
】

22
日
の
審
査
会
に
は
、
5
社
40
㎥
の
製
材
品

が
出
品
さ
れ
、
富
田
文
一
郎
審
査
委
員
長
（
日

本
木
材
加
工
技
術
協
会
会
長
）
ほ
か
審
査
員
が

厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
１
０
０
点
ひ
と
つ
を

含
め
、
す
べ
て
が
90
点
以
上
と
極
め
て
優
れ
た

成
績
で
あ
っ
た

翌
日
の
展
示
即
売
会
に
は
、
全
買
連
の
渡
邉

佳
彦
会
長
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
意
義
を

話
し
、
普
及
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
要
請

し
た
。

林農林水産大臣、沼田林野庁長官を囲んで記念撮影

出展された製材品
（丸宇木材市売大栄浜）

あいさつする全買連
渡邉会長
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ま
た
三
重
県
木
連
の
伊
藤
駿
司
専
務
理
事

が
、
三
重
県
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
供
給

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
、
関
係
者
の
協
力

を
要
請
し
た
。
最
後
に
、
開
催
市
場
を
代
表
し

て
、
中
川
邦
夫
理
事
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
式
典

を
終
え
た
。

第
33
回
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展

「
森
を
育
て
た
い
。
だ
か
ら
木
を
使
お
う
。」

【
開
会
式
】

東
京
都
と
（
社
）
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会

（
吉
条
良
明
会
長
）
は
10
月
5
日
（
土
）
～
6

日
（
日
）、
都
内
・
江
東
区
の
木
場
公
園
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
「
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」

を
開
催
し
た
。
あ
い
に
く
時
折
、
小
雨
が
降
る

天
気
で
あ
っ
た
が
、
会
場
に
は
2
日
間
で
約
5

万
人
（
主
催
者
発
表
）
が
訪
れ
、
出
店
団
体
に

よ
る
展
示
即
売
や
木
工
教
室
を
楽
し
む
参
加
者

で
、
お
お
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

5
日
の
式
典
は
、内
田
鉄
夫
実
行
委
員
長（
新

東
京
木
材
商
業
協
同
組
合
理
事
長
）
に
よ
る
開

会
宣
言
の
あ
と
、
主
催
者
の
東
京
都
産
業
労
働

局
の
塚
田
祐
次
局
長
が
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
定
に
ふ
れ
、「
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
産
業
技
術
や
伝
統
文
化

も
世
界
に
情
報
発
信
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。　
　

続
い
て
挨
拶
に
た
っ
た
吉
条
理
事
長
は
、「
今

年
の
夏
は
、
異
常
気
象
が
続
い
た
が
、
そ
の
原

因
と
な
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
固
定
す
る
森
林
の
育
成
と
木
材
利

用
が
大
切
と
な
っ
て
お
り
、
東
京
都
や
国
は
、

さ
ま
ざ
ま
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。
木
材
利
用

ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
一
過
性
の
経
済
対
策
に
終

わ
ら
せ
ず
、
消
費
税
増
税
後
の
住
宅
対
策
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
の
拡
充
と
事
業
継
続

が
強
く
望
ま
れ
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

東
京
開
催
に
つ
い
て
、「
世
界
各
国
か
ら
訪
れ

る
大
勢
の
方
々
に
、
我
が
国
の
『
木
の
文
化
』

を
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
競
技
会

場
に
、
木
材
が
大
い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、「
現
実
の
木
材
利
用
に
つ
な
げ
る

に
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
木
材
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ

る
。
会
場
で
は
皆
様
が
、
木
と
触
れ
合
い
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
を
数
多
く
準
備
し
た
」

と
語
り
、「
木
の
良
さ
を
、
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
き
、
木
材
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
頂
き

た
い
」
と
結
ん
だ
。

【
来
賓
あ
い
さ
つ
】

ま
た
、林
野
庁
の
宮
原
章
人
・
林
政
部
長
は
、

「
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
森
林
は
、
そ

れ
自
体
が
生
き
物
で
あ
り
、
適
切
に
伐
採
し
利

用
、
再
生
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
森

林
の
多
く
は
、
い
ま
利
用
の
適
期
を
迎
え
て
い

る
。
林
野
庁
と
し
て
、
木
材
利
用
の
推
進
の
た

め
、
公
共
建
築
物
を
は
じ
め
、
各
種
施
設
の
木

造
化
、
木
質
化
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

四
月
か
ら
は
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
発
足

さ
せ
た
。
木
材
の
利
用
技
術
の
開
発
の
た
め
、

木
材
の
強
度
を
高
め
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
加
工
技

術
、耐
火
性
の
高
い
木
材
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、

木
造
の
公
共
建
築
物
と
か
大
規
模
建
築
の
建
設

を
可
能
に
し
た
い
。
欧
州
で
は
、
す
で
に
木
造

の
高
層
建
築
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
で

も
法
律
の
見
直
し
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
林
野
庁
で
も
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
木
材

利
用
技
術
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
」
と

語
っ
た
。

こ
の
後
、
東
京
都
議
会
代
表
、
地
元
江
東
区

の
山
崎
孝
明
区
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
施
設
の
木
造
化
に
取
組
む
決
意
を
述

べ
、
式
典
を
終
了
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
会
場
】

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
20
の
参
加
団
体
に
よ

る
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
森
林
の
役
割
や
木
材
利

用
の
大
切
さ
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
ク
イ
ズ
や

寸
劇
、木
工
品
の
即
売
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

小
雨
の
な
か
で
割
り
箸
や
縁
台
づ
く
り
を
体
験

す
る
木
工
教
室
な
ど
が
開
か
れ
た
が
、
順
番
待

ち
す
る
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま
た
多
摩

産
桧
の
花
器
、
木
の
椅
子
、
ス
ノ
コ
、
屋
久
杉

盆
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
住
ま

い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
木
場
の
木
遣
り
や
葵

太
鼓
、
辰
巳
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

各
テ
ン
ト
の
周
辺
で
は
子
ど
も
相
手
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、終
日
に
ぎ
わ
っ
た
。

沓
澤
製
材
所
に
都
知
事
賞

第
58
回
全
国
優
良
木
材
展
示
会
と

福
島
県
産
材
「
復
興
市
」

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
（
吉
条
良
明
理
事

長
）
と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）

は
10
月
3
日
（
木
）、
東
京
木
材
市
場
株
式
会

社
（
市
川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木

材
展
示
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
展
示
会
に
引
き

続
き
、
東
京
木
材
市
場
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

福
島
県
産
材
「
復
興
市
」
が
開
催
さ
れ
た
。

【
全
国
優
良
木
材
展
示
会
】

開
会
に
当
た
り
、
吉
条
会
長
は
、
関
係
者
へ

の
謝
辞
を
述
べ
た
う
え
で
、「
こ
の
展
示
会
は
、

木
材
需
要
が
急
増
し
始
め
た
こ
ろ
、
流
通
材
の

あいさつする吉条会長

縁台づくりの指導を行う

クイズで森や樹木を学ぶ
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品
質
規
格
の
向
上
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
半
世
紀
が
経
過
す
る
な
か
で
、
木
材
需
給

が
変
化
し
、
ま
た
代
替
材
等
が
増
え
る
な
ど
情

勢
が
変
わ
っ
て
き
た
。
最
近
は
、
環
境
保
全
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
増
加
す
る

木
材
資
源
の
利
用
が
国
民
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ぜ
ひ
と
も
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
理
解
を
頂
き
大
い
に
お
買
上
げ
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
同
時
開
催
さ
れ
る

福
島
県
産
材
「
復
興
市
」
に
つ
い
て
も
、「
東

日
本
、
と
く
に
福
島
県
の
復
興
は
優
先
課
題
で

あ
る
。
復
興
市
が
大
成
功
に
終
わ
る
よ
う
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
語
っ
た
。

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
の
隅
谷
壽
夫
事
務

局
長
が
、前
日
に
行
わ
れ
た
14
社
１
４
９
㎥（
う

ち
42
㎥
が
福
島
県
産
材
）の
製
材
品
に
つ
い
て
、

「
寸
法
、
表
示
、
結
束
、
乾
燥
、
出
荷
実
績
な

ど
に
つ
い
て
、
減
点
方
式
で
審
査
し
た
。

今
後
に
向
け
て
課
題
は
あ
る
が
、
全
体
に
優

れ
た
成
績
で
あ
っ
た
」
と
報
告
し
た
。
審
査
結

果
は
表
の
と
お
り
。

東
京
都
知
事
賞
な
ど
の
各
賞
を
贈
呈
し
た

後
、
来
賓
の
東
京
都
労
働
産
業
局
森
林
課
齋
藤

孝
課
長
（
代
読
）
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施

設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
多
摩
産
材
な
ど
の

有
効
活
用
に
努
め
た
い
」
と
挨
拶
し
、
全
木
連

の
藤
原
敬
常
務
理
事
が
祝
辞
を
述
べ
、
市
川
英

治
社
長
の
謝
辞
で
式
典
を
終
え
た
。

【
福
島
県
産
材
「
復
興
市
」】

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、
東
京
木
材

市
場
協
会
の
市
川
英
治
会
長
が
、「
本
日
は
急

遽
、
福
島
県
産
材
の
復
興
市
を
計
画
し
た
。
福

島
県
産
材
の
風
評
被
害
の
払
拭
が
最
優
先
課
題

で
あ
り
、
地
元
福
島
県
で
は
、
浅
田
会
長
を
中

心
に
大
変
な
ご
苦
労
を
し
て
お
ら
れ
る
。
本
日

の
復
興
市
に
お
い
て
は
、
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

に
、
福
島
県
産
材
の
全
量
買
い
上
げ
を
お
願
い

し
た
い
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
の

朝
田
宗
弘
会
長
は
、「
東
日
本
大
震
災
の
発
生

か
ら
、
は
や
2
年
半
が
経
過
し
た
。
福
島
県
で

は
地
震
、
津
波
の
被
害
に
加
え
、
放
射
能
被
害

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
風
評
被
害
で
、
県
産
製

材
品
の
売
上
が
大
き
く
落
ち
込
み
、
先
行
き
の

不
安
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
木
材
業
界

で
は
、
出
荷
時
の
製
材
品
の
表
面
放
射
線
量
を

測
定
し
、
木
材
の
安
全
性
を
証
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
徐
々
に
県
外
へ
の
出
荷
も
回
復
し
て
い

る
。
福
島
県
産
材
の
出
荷
先
の
約
半
数
が
関
東

圏
で
あ
り
、
本
日
の
復
興
市
の
開
催
に
感
謝
し

た
い
。
こ
れ
を
契
機
に
一
層
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
東
京
木
材
市
場
買
方
組
合
の
早
川
理

事
長
が
、「
全
量
買
い
上
げ
に
協
力
し
て
頂
き

た
い
」
と
挨
拶
し
、
全
優
展
、
復
興
市
の
出
品

材
の
セ
リ
に
移
っ
た
。

福
島
県
産
材
【
と
っ
て
お
木
】

写
真
の
「
と
っ
て
お
木
」
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ

た
製
材
品
は
、
放
射
線
量
測
定
済
み
で
あ
り
、

安
心
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

当
日
は
、
東
京
木
材
市
場
の
敷
地
内
で
、
福

島
県
産
の
ト
マ
ト
や
酪
農
製
品
、
清
酒
、
味
噌

な
ど
、
農
水
産
物
の
展
示
即
売
会
も
開
か
れ
、

買
い
求
め
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

集
客
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
短
時
間
で
準
備
し

た
割
に
は
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
で
き
た
。
関
係

各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

全優展と復興市の開会式

あいさつする福島県木材協同
組合・朝田会長

出展された福島県産材

福島県の農林水産物の展示即売 福島県ブランド材「とってお木」
のシール安全性を証明

東京都知事賞 ㈱ 沓 澤 製 材 所 秋田

東京都産業
労働局長賞

厚沢部林産工業 北海道
東 北 木 材 ㈱ 秋田
耳川林業事業㈿ 宮崎
㈱ 菊 池 製 作 所 岩手
沼 崎 製 材 所 岩手

一般社団法人
東京都木材団
体連合会長賞

吉 源 木 材 ㈱ 福島
本 宮 木 材 ㈱ 岩手
久万広域森林組合 愛媛
㈲ 佐 藤 銘 木 秋田
榎 本 木 材 ㈱ 奈良
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旭
日
双
光
章
で
、
盛
大
に
祝
賀
会

当
連
盟
関
係
者
の
叙
勲
を
祝
う
祝
賀
会
が
9

月
、
千
葉
と
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。

【
吉
岡
實
氏
祝
賀
会
】

ま
ず
9
月
1
日
（
日
）
に
は
、
当
連
盟
の
吉

岡
實
理
事
（
千
葉
県
木
材
市
場
協
同
組
合
理
事

長
）の
叙
勲
を
祝
う
祝
賀
会
が
、ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
タ
ワ
ー
（
千
葉
市
美
浜
区
）
で
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
来
賓
は
吉
条
良
明
全
木
連
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
業
界
関
係
者
、
千
葉
県
幹
部
、

森
英
介
衆
議
院
議
員
ほ
か
の
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
な
ど
。
当
連
盟
の
市
川
会
長
が
出
席
し

祝
辞
を
述
べ
た
。

【
花
尻
忠
夫
氏
祝
賀
会
】

ま
た
9
月
29
日
（
日
）
に
は
、
帝
国
ホ
テ
ル

大
阪
（
大
阪
府
北
区
天
満
橋
）
で
、
当
連
盟
の

花
尻
忠
夫
副
会
長
の
叙
勲
を
祝
う
盛
大
か
つ
華

や
か
な
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
は
、
久
我
一
郎
全
木
連
最
高
顧
問
を
は

じ
め
と
す
る
業
界
関
係
者
の
ほ
か
、
大
阪
府
の

小
河
保
之
副
知
事
、
石
破
茂
自
由
民
主
党
幹
事

長
（
衆
議
院
議
員
）、
竹
本
直
一
自
由
民
主
党

大
阪
府
支
部
連
合
会
会
長
（
同
）、
中
山
太
郎

元
衆
議
院
議
員
ほ
か
。
当
連
盟
か
ら
は
市
川
会

長
が
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

東
京
五
輪
施
設
の
木
造
化
を
！

林
野
庁
に
検
討
チ
ー
ム
設
置

林
野
庁
で
は
、
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
に
国
産

材
を
活
用
す
る
た
め
、
庁
内
に
「
木
材
利
用
推

進
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
た
。
今
後
、
関
係
機
関

と
の
情
報
・
意
見
交
換
や
行
動
計
画
づ
く
り
を

進
め
る
予
定
。

【
人
事
異
動
】

永
井　

壮
茂
（
た
け
も
）　

内
閣
官
房
副
長

官
補
佐
付　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
推
進
室
の
室
員
（
政

府
が
内
閣
官
房
に
設
置
し
た
「
２
０
２
０
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
推

進
室
」
の
室
員
と
し
て
派
遣
）

福
祉
共
済
制
度
へ
の
加
入
の
お
願
い

全
市
連
福
祉
共
済
制
度
の
契
約
の
切
り
替
え

の
時
期
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
必
要
な

手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

全
市
連
福
祉
共
済
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

最
近
、
加
入
事
業
者
、
加
入
者
数
が
減
少
傾

向
で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様
に
ご
加
入

頂
く
こ
と
で
保
証
条
件
が
改
善
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
お
お
い
に
皆
さ
ん
の
ご
加
入
を
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「
山
の
日
」
を
記
念
日
に
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
。
超
党
派

の
議
員
が
、
毎
年
8
月
12
日
を
「
山

の
日
（
祝
日
）」
に
す
る
改
正
案
を

来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
し
成
立
を

目
指
す
と
い
う
。
▽
海
の
恵
み
に
感

謝
す
る
「
海
の
日
」
が
あ
る
な
ら
、

山
の
惠
み
に
感
謝
す
る
「
山
の
日
」
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
、
地
方
自
治
体
や
自
然
保
護
団

体
な
ど
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

年
間
15
日
の
祝
日
を
さ
ら
に
増
や
す
と
経
済
活

動
に
影
響
が
出
る
。
そ
こ
で
影
響
を
最
小
限
に

す
る
た
め
お
盆
の
直
前
に
す
る
の
だ
と
い
う
。

▽
あ
と
は
国
会
次
第
な
の
で
、
そ
の
話
題
は
横

に
置
い
て
、
手
元
の
暦
を
見
る
と
、
た
く
さ
ん

の
記
念
日
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
化
や
歴

史
上
の
出
来
事
に
由
来
す
る
も
の
、
ト
ー
フ
、

コ
ー
ヒ
ー
、
イ
ワ
シ
、
レ
モ
ン
な
ど
の
食
品
の

名
に
「
日
」
を
つ
け
た
も
の
と
、
じ
つ
に
幅
が

広
い
。
大
部
分
が
、
業
界
団
体
や
地
域
、
自
治

体
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
提
唱
し

た
記
念
日
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
さ
さ
や
か
だ

が
大
事
な
記
念
日
の
あ
る
家
庭
も
多
い
だ
ろ

う
。
▽
森
林
・
木
材
関
係
だ
と
、「
み
ど
り
の
日
」

（
祝
日
）、「
木
の
日
」
が
あ
る
。
最
近
は
「
合

板
の
日
」
も
で
き
た
。
１
９
０
７
年
11
月
3
日

に
、
故
浅
野
吉
次
郎
翁
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー

ス
を
開
発
し
、
日
本
で
初
め
て
「
合
板
」
を
製

造
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
▽
記

念
日
よ
り
期
間
が
長
い
の
が
「
週
間
」
や
「
月

間
」
だ
。
こ
ち
ら
も
数
が
多
い
が
、
身
近
な
も

の
に
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
が
あ
る
。
年
々

賑
や
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
木
を

使
お
う
と
言
う
関
係
者
の
願
い
が
広
く
社
会
に

浸
透
し
、
木
を
使
い
た
い
人
が
気
軽
に
使
え
る

環
境
づ
く
り
が
大
切
だ
。	

（
中
山
）

①
70
歳
ま
で
自
動
延
長
～
「
悠
々
コ
ー
ス
」

創
設高

齢
者
の
就
業
機
会
の
増
加
に
あ
わ
せ
、

24
年
度
ま
で
の
加
入
資
格
（
15
歳
6
ヶ
月
～

65
歳
6
ヶ
月
ま
で
）
を
5
年
延
長
し
、
70
歳

ま
で
加
入
で
き
る「
悠
（々
ゆ
う
ゆ
う
）コ
ー

ス
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
福
祉

共
済
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
65
歳
以
降

も
勤
務
を
続
け
、
福
祉
共
催
保
険
の
継
続
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
契
約
が
自
動
的
に
継

続
さ
れ
ま
す
。

②
掛
け
金

＊
一
口
コ
ー
ス
１
、４
０
０
円

＊
悠
々
コ
ー
ス
１
、９
０
０
円

　
（
女
性
１
、０
０
０
円
）

③
保
障
内
容

＊
病
気
に
よ
る
死
亡
２
０
０
万
円
（
同

１
０
０
万
円
）、
不
慮
の
事
故
４
０
０
万
円

（
同
２
０
０
万
円
）、
さ
ら
に
不
慮
の
事
故
で

障
害
が
残
る
場
合
、
障
害
状
態
に
よ
り
20
万

円
～
１
４
０
万
円
（
同
10
万
円
～
70
万
円
）

の
障
害
給
付
金

＊
不
慮
の
事
故
で
5
日
以
上
入
院
の
場
合
、

１
２
０
日
を
限
度
に
一
日
３
、０
０
０
円（
同

１
、５
０
０
円
）
の
入
院
給
付
金
。

④
迅
速
な
支
払
い
と
高
い
配
当
率

必
要
書
類
を
き
ち
ん
と
そ
ろ
え
て
申
請
し
て

頂
け
れ
ば
、保
険
金
の
支
払
い
が
迅
速
で
す
。

雑 記 帳

吉岡理事を囲んで鏡開き

花束贈呈のあと、記念撮影


